
■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、イベントの数
は減っていた状況から、今後は増加していくことを想定
しているが、さらなる活性化を図るため、本事業の内容
を誰にでも把握できるよう、制度等の周知方法をより強
化していく必要がある。また、商業相談や講演、コンサ
ルタント派遣の実施を通じて、商業者等のニーズを把握
し、地域の特性に応じた商業地づくりを支援していく必
要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

98.7 96.8 99.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

　商工業団体事業活動促進補助金交付、商店街等商業共同施設事業補助金交付、商店街等魅力向上促進事業補助金交付、商業活性化コンサルタント派遣事業補助金交付、
商業相談、駅周辺活性化、商業基盤施設整備事業補助金交付

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

【商工業団体事業活動促進補助金の増額による拡充】
　地域の消費者や住民にとって快適で魅力ある商業地づくりや市内商工業団体等による地域と
の交流や活性化を図る事業への補助を行った。

・商工業団体事業活動促進補助金　　９件交付
・商店街等商業共同施設設置事業補助金　　２件交付
・商店街等魅力向上促進事業補助金　　５件交付
・商業活性化コンサルタント派遣事業補助金　２件交付
・商業相談　45件
・駅周辺活性化事業　まちづくり講演会開催（令和５年３月17日）

決算額
　(千円)

3
所管
室課

地域経済振興室 事業名 商店街等支援事業

1,217 1,996 1,742
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

27,512 11,579 14,037
※課題があるものは■

　新産業育成・創業起業支援、市役所本庁舎内チャレンジャー育成

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

（１）新産業育成・創業起業支援事業
・創業支援型事業所賃借料補助金　７件交付
・起業家交流会　開催実績　４回

（２）市役所本庁舎内チャレンジャー育成事業
　選定会議を行い、令和５年度の出店者（第９期生）を選定した。

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　新型コロナウイルス感染症・物価高騰緊急対策アク
ションプランとして、直面する困難な状況に対し、次のと
おり積極的な施策の展開を行った。
・応援金の給付、補助金の交付を行うことで、市内事業
者の事業継続の下支え、新分野展開、生産性向上、販
路拡大等につなげることができた。
・キャッシュレス決済ポイント還元事業においては、コロ
ナ禍における物価高騰等による影響を受ける市民およ
び商業者に対して生活者支援及び商業の活性化を図
り、想定を上回る経済効果を生み出した。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

2
所管
室課

地域経済振興室 事業名 起業支援事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　創業支援型事業所賃借料補助金については、創業初
期の経営をサポートするため有効であり、引き続き、商
工会議所等と連携して創業後のフォローアップに努め
る必要がある。
　市役所本庁舎内チャレンジャー育成事業について
は、事業継続にあたり、設備等の修繕や更新の必要が
ある。また、募集期間の延長やその掲載方法など、本
事業に気づきやすく、応募しやすい仕組み作りを行って
いく必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の
比率（％）

4.0 0.2 6.2 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

　中小企業資金融資、吹田産業フェア、創業・中小企業振興支援事業補助金交付、企業情報収集・支援、中小企業活性化支援、企業誘致推進、産業振興基盤づくり、商工
業情報発信、商工振興施策検討

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

【融資利用事業者応援金の新設による拡充】【中小企業等チャレンジ補助金の実施年度延長に
よる拡充】【商工会議所へ委託する事業展開支援の廃止による縮小】【夏休み子ども体験学習
講座の廃止による縮小】
（１）新型コロナウイルス感染症・物価高騰緊急対策アクションプラン
　　　決算額　1,765,881千円
　　　　融資利用事業者応援金（2,056件）、中小企業等チャレンジ補助金（103件）、
　　　　中小企業ホームページ等作成事業補助金（24件）、
　　　　展示会等出展事業補助金（７件）、キャッシュレス決済ポイント還元事業
（２）中小企業活性化支援事業　決算額　756千円
　　　　知的財産権取得事業補助金（４件）、中小企業大学校受講補助金（１件）、
（３）企業誘致推進事業　決算額　19,265千円
　　　　企業立地促進奨励金（６件）、地元企業発注促進補助金（１件）、
　　　　地元企業等共同研究開発事業補助金（３件）
（４）情報発信事業
　　　　商工ニュース発行　３回（８月・11月・３月）　　商工業情報発信　９回
（５）吹田産業フェア　決算額　7,354千円
　　　　開催期間　令和４年６月４日、５日

決算額
　(千円)

事業概要

管理事業 商工振興事業 所管部局 都市魅力部

1
所管
室課

地域経済振興室 事業名 商工振興事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 711 施策 産業振興と創業支援

2,288,963 1,184,715 2,108,256
※課題があるものは■
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□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

所管
室課

事業名

5 5 5
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

　商業振興施設整備費積立

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

・商業振興施設整備基金の預金利子積立　5,370円
・基金総額　537,544,596円（令和５年３月31日現在）

繰入実績
・平成13年度　旭通商店街（協）アーケード補修　216,263,000円
・平成17年度　錦通商店街（協）アーケード補修　 20,930,000円

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　寄附者の利便性向上のため、ワンストップ特例申請
のオンラインでの受付を開始した。
　ふるさと納税返礼品の提供事業者数については、本
市の魅力発信及び地域経済の振興に資するよう、その
増加に向け、市内企業訪問など機会を捉え、引き続き
情報収集や市内事業者への情報発信に努め、新たな
発掘を目指す。また、令和４年９月から、寄附金受付の
ポータルサイトを１サイトから４サイトに追加したことによ
り、寄付額や件数が増加したことに伴い、より効率的な
業務の検討が必要となっている。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

5
所管
室課

地域経済振興室 事業名 商業振興施設整備費積立事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

特になし。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

ふるさと寄附金関連

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

【ふるさと納税ポータルサイト追加による拡充】
　本市の魅力発信と地域経済の振興のため、ふるさと納税ポータルサイトを経由した寄附の受
付及び寄附者への返礼品の送付等を行った。

（１）ふるさと納税ポータルサイトを経由した寄附受付期間
　・令和４年４月１日から令和５年３月31日まで

（２）ふるさと納税ポータルサイトを経由した寄附金額及び寄附件数
　・951,763千円
　・50,696件

（３）返礼品提供事業者数及び返礼品数
　・40事業者
　・158品

決算額
　(千円)

237,455

事業概要

事業概要

施策コード 711 施策 産業振興と創業支援

管理事業 商工振興事業 所管部局 都市魅力部

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

375,134 454,012
※課題があるものは■

4
所管
室課

地域経済振興室 事業名 ふるさと寄附金事業
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□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

所管
室課

事業名

3,242 3,663 3,870
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

　花とみどりふれあい農園、市民農園関係、農作業体験、地産地消の推進

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

（１）花とみどりふれあい農園
　・作付農家数　32戸、開花面積　46,457㎡、開花率　78.7％

（２）市民農園
　・18農園、総区画数　685区画
　・栽培講習会は新型コロナウイルス感染症拡対策を行い3月に実施

（３）農作業体験
　・ふれ愛農園　参加者（登録：58人(17組)、延参加者数：267人）、回数：６回
　・学童農園　実施校数：20校、延参加者数：3915人

（４）地産地消の推進
　・農作物品評会を令和４年11月18日に開催（出品数　23品）
　・販売会を開催
　　　江坂朝市を11回（６月除）開催
　　　ハピスマ朝市を２回（4月、12月）開催
　　 「健都ライブラリー２周年記念イベント」として11月12日に朝市を出展
　　　Inforestすいた「農業フェア」のイベント「マルシェ(夕市)」を12月17日に出展

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　年々、農地及び加入農家は減少しているが、農業
経営を支援し農地を保全するために、今後も継続す
べき事業である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

2
所管
室課

地域経済振興室 事業名 農業振興事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　花とみどりのふれあい農園は農地保全の面で有効
だが農地面積減少に伴い、申請数も減少傾向のため
周知方法の工夫等、新規申請の確保が必要である。
また、市民農園ニーズは高いが飽和状態にあり、区
画数確保のため農家へ新規開園の働きかけが重要で
ある。
　農作業体験事業の委託先である吹田市農業振興研
究協議会の農家をはじめ高齢化による担い手不足が
今後の課題である。農作物品評会や朝市等の販売会
を開催し、鮮度等の付加価値のある農産物供給がで
きる都市農業の魅力を発信し、農業者の意欲向上を
促して担い手確保に結び付けていく。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

　大阪府農業共済組合負担金

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

・大阪府農業共済組合負担金　448,872円 決算額
　(千円)

事業概要

管理事業 農業振興事業 所管部局 都市魅力部

1
所管
室課

地域経済振興室 事業名 大阪府農業共済組合負担金事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 711 施策 産業振興と創業支援

539 456 449
※課題があるものは■

1/1



□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 農地事業 所管部局 下水道部

1
所管
室課

管路保全室 事業名 農業用水路管理事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 711 施策 産業振興と創業支援

353 280 300
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

農業用施設局部改良、農業用水路維持管理

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

（１）書籍の購入（土地改良工事の設計・積算業務に関する書籍の購入）
　　　　令和２年度…　 33千円、 令和３年度…　０千円、 令和４年度…　０千円

（２）維持管理用原材料費
　　　　令和２年度…　199千円、令和３年度…　200千円、令和４年度…　200千円

　（従前記載のあったハザードマップは実績０が３か年並ぶため削除しています。令和６年度
作成予定のため、６年度の実績を記載する７年度の行政評価に復活予定です。）

決算額
　(千円)

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

・農業用水路やため池等は、大雨時に河川や下水道管
を補完することにより水防等にも寄与していることから、
当事業を継続する必要がある。
・災害等により農業用施設に被害が発生すると、業務
量が膨大となる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名
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